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1　は　じ　め　に

マルパカイドウ（Malusprunぴoliavar．ringoAsami）

は，日本で使用されている主要なリンゴ台木である。マル

パカイドゥの起源地は，中国北部と考えられているが，野

生のマルバカイドゥは確認されていない。

マルパカイドゥには直立形と下垂形があり，下垂形は，

挿し木で容易に繁殖できるが，成木になっても花芽を着け

ない。台木に使用されているのは下垂形である。この下垂

形の起源も不明であるが，下垂形から直立形の生じること

が報告され，その′ヾ－オキシダーゼアイソザイムについて

検討された3）。しかし，その他の形質については，明らか

にされていない。

本報告では，青森県りんご試験場で生じた直立形の二，

三の形質について検討した。

2　試　験　方　法

（1）供試材料

下垂形，それより生じた直立形（以下，り試直立），安

行直立形（以下，安行直立）及びマルバカイドウ（以下，

アサミ）。

（2）垂の形質

下垂形，り試直立及びアサミを実生台に10本ずつ接ぎ木

し，8月下旬に80C血前後に生育した新しょう中央部の糞を

20枚ずつ調査した。

（3）果実の形質

り試直立は3年生（実生台），アサミ及び安行直立は成

木（台木不明）の果実を，10月上旬の成熟期に20果ずつ調

査した。

（4）不定芽の形成

表2　果実の形質

下垂形及びり試直立の実生台1年生樹を．春に地際より

10cmで切断し，芽を除去した。生じた不定芽数を調査した。

5反復。

（5）挿し木活着率

実生台で繁殖した休眠枝を，20cmの長さに切って挿し穂

とし，畑土：もみがら堆肥を2：1に混合した用土を箱に

つめ，5月上旬，20本ずつ2反復で挿し木した。

3　試験結果及び考察

（1）妻の形質

葉及びきょ歯の形状は，下垂形，り試直立及びアサミで

差が認められなかったが，り試直立は，葉がやや小さかっ

た。また，下垂形の藁は，通常，エビナステーを呈し，表

面に願書な凹凸があるが，り試直立及びアサミの秦は平ら

で，表面が滑らかであった（表1）。

衰1　葉の形質

系　　統　葉良　妻幅　葉柄長　糞幅／葉良　妻長／糞柄長
下垂型　8．9a　6．1a　2．1b l．5a　　　4．2a
り試直立　7．7b　5．3b l．8b l．5a　　　4．3a
ア　サ　ミ　8．2a　6．3a l．9b l．3b　　　　4．3a

注．同一文字はDuncan’s multiple range test．
p＝0．05で有意差なし

は）果実の形質

り試直立，安行直立及びアサミとも果実は丸く，果色は

黄色で，形状及び異色に差はなく，また，いずれの種現も

ガク片が残存していた。り試直立は，アサミ及び安行より

果実が小さく，果柄が短く，種子が多かった。り試直立の

果実が小さいのは，3年生の若い樹に多量に結実した影響

も考えられたが，果長／果柄長の比が安行直立及びアサミ

と明らかに異り，り試直立の特性と考えられた（表2）。

系　　統　　果重（g）　果艮（皿）　果幅（Ⅷ）　果梗長くⅦ）　果形指数　果長／糞柄良　種子
り試直立　　　4．5a l．7a l．9a　　　　3．8a O．89a O．45a　　　　3．3a
ア　サ　ミ　　　5．3b l．8a　　　　2．Oa　　　　5．Ob O．90a O．36a　　　　2．7b

安行直立　　5．7b l．8a　　　2．2a　　　4．9b O．82a O．37b　　　2．3b

存
存
存

残
残
残

注．果形指数＝果長÷栗幅

同一文字は、Duncan’s multiple rangetest，P＝0．05で有意差なし

（3）不定芽の形成

下垂形は，平均で6．8個形成したが，り試直立は全く形

成しなかった（表3）。リンゴでは，不定芽から突然変異

が生じるがl）－下垂形の不定芽から生育した新しょうの葉

は，形態的に元の下垂形と同じであった。

（4）挿し木活着率
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表3　不定芽の形成

系　　統　1　　2 3　　　4　　　5

下垂型　　7
り試直立　　0

8　　6　　　5　　　8

0　　0　　0　　0　　　　　0

下垂形は90％活着したが，り試直立は，42．5％にカルス

を形成したものの，発根は全く認められなかった（表4）。

下垂形及び安行直立は，取り木によっても良く発根するが，

アサミは全く発根しない2）。り試直立は，発根性に関して

アサミと同じような特性を持つと考えられた。

表4　挿し木活着率

系　　 統
挿し木 発根した カルス形成 枯死 活着率 綱脹
本数 挿し榛致 挿 し穂数 （本） （％） （CⅡl）

下 垂 形 40 36 4 0 90．0 42．2
り試直立 40 0 17 23 0

4　ま　と　め

り試直立は，安行直立及びアサミより葉及び果実が小さ

く，不定芽の形成能力に欠け，挿し木では全く発根しなかっ

た。
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